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史
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和
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日
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川
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に
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に
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よ
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4日

7日

11日

12日

13日

開会

議案10件上程　報告5件

議案質疑

議会運営委員会

一般質問

一般質問
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18日

19日

20日

22日

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

４常任委員会

請願1件 議案10件 意見書1件 等　採決

許可2件 選挙2件 選任1件 同意2件
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奏
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わ
れ
ま

し
た
。
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次回もお待ちしております
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議　長
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関　口　　 勇

　政府は、2002年3月、当時年間千人程度であった司法試験の合格者数を、2010年ころまでに3
千人程度とすることを目指す旨の閣議決定をした。ところが、その後2007年度に至って合格者数
が2千人を超えて以降、司法修習を終えた新人弁護士のうちの少なからずが既存の法律事務所に就
職できなくなり、それは毎年深刻化の一途を辿っている。このような実務を通じ技能を磨く機会
の乏しい新人弁護士が毎年増え続ける事態となって、当該閣議決定にもかかわらず2007年度以降
の司法試験合格者数は2千人余りで推移している。しかしそれでも、当該閣議決定当時約1万8千人
余りであった。弁護士人口は、僅か10年後の本年には3万4千人程とその2倍近くになることが確
実な情勢である。
　かような弁護士人口の激増が続けば、新人弁護士の就職困難な状態が一層拡がり、それに連れ
て個々の弁護士間に法律家としての知識・技能等の質的面での格差が生じていくことになる。し
かるに、法律相談や事件処理を依頼する市民が弁護士の質を見分けることは至難の業である。そ
のため、このような質的に低下した弁護士が増加する状況が続くならば、不適切な助言や事件処
理等により市民が「被害」を被る事態の増えることにも繋がりかねない。
　このように、現下の弁護士人口の激増は、市民の法的利益や権利・自由の適正な確保・実現と
いう観点からしても重大な問題である。
　よって、当議会は、関係各機関に対し、前述した弁護士人口激増に伴う諸問題の根本的解決の
ため、当該閣議決定を直ちに見直して司法試験年間合格者数を当該閣議決定当時の千人程度に戻
すことを求める。
　右、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成24年6月22日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　越　市　議　会

弁護士人口激増問題に関する意見書

開会日　　……
議案上程日……
質疑①　　……
一般質問①……
一般質問②……

13人
7人
18人
6人
3人

一般質問③……
一般質問④……
一般質問⑤……
一般質問⑥……
最終日　　……

32人
2人
1人
36人
4人

平成24年川越市議会第2回定例会
合計122名の方が傍聴されました。
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